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着色部は実施場所を示す
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※着色部は対象箇所を示す
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既設バルブコントロール製造業者：西部電機株式会社
No.2 製造番号：JU0509083901-2

業務概要

竹崎中継ポンプ場のNo.2主ポンプ吐出弁の取替をおこなうもの。

バルブコントロールは既設流用とする。

バルブコントロールの試運転調整はメーカー技術派遣者による。

短管1号は既設流用とする。

既設外ねじ仕切弁製造業者：株式会社クボタ
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着色部は修繕箇所を示す


